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提
言
書

 大蔵村長 加藤 正美 殿

大 蔵 村 議 会 議  長  海 藤 邦 夫  
産業建設常任委員会 委 員 長  佐 藤   勝

副委員長  斉 藤 光 雄
委  員  加 藤 忠 己
委  員  早 坂 民 奈
委  員  須 藤 敏 彦  

◎林道松橋滝ノ沢線道路現況調査に対する提言 	
 令和6年11月26日に林道松橋滝ノ沢線の道路現況調査を行いました。
 この道路は舟形町道、更に南山林道と接続する林道です。全延長7,860m、幅員3.6m～4.0m規格
の林道です。以前は生活に欠かせない燃料となる薪の生産を行う林道、更に豪雨災害時に四ヶ村か
ら迂回出来る重要道路であります。
 また舟形町へも避難できる道路となっています。肘折観光・四ヶ村の棚田観光等に於いて村山地
方から肘折温泉・大蔵村に接続する重要路線であります。
 長年に渡り地元要望である全線舗装が未だ完成に至っていません。今年度、一部舗装工事を実施
していだきました。又連結する舟形町管理道路は全線が舗装され、大蔵村管理の未舗装部分が完成
すれば、豪雨災害により住民が大変苦労している農業用水路へ流入する砂利等の排除処理も容易に
なると思います。以上の様な状況を鑑み未舗装部分約500mの舗装を早急に行うべきと提言する。

提　言　書

　この路線は、四ヶ村地区や肘折地区に於いて、舟形
町や村山地域に通じる唯一の路線であり、村道赤松・
滝ノ沢線の度重なる通行止めにより、災害時の迂回路
として重要な路線である。更に、四ヶ村開発協議会に
おいても、大事な事業に位置付けられている。
　しかしながら、長年の要望にも関わらず、全面改修
には至っていない。議会においても問題視しており、
現場視察を実施し検討した結果、早期に全面改修をす
べきとの結論に達し、村に対し提言したものである。

　産業建設常任委員長　　佐藤　　勝

林道松橋滝ノ沢線
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本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議　

長　

海
藤　

邦
夫

副
議
長　

加
藤　

忠
己

議　

員　

鈴
木　

君
德

　

〃　
　

八
鍬　

信
一

　

〃　
　

佐
藤　
　

勝

　

〃　
　

早
坂　

民
奈

　

〃　
　

佐
藤　

雅
之

　

〃　
　

斉
藤　

光
雄

　

〃　
　

須
藤　

敏
彦

　

〃　
　

伊
藤　

貴
之

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
県
内
で
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
の
影
響
で
、
酒
田
・
最
上
地
域
に
線

状
降
水
帯
が
発
生
し
、
鮭
川
・
戸
沢
両
村
と
酒
田
市
大
沢
地
区
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
蔵
福
田
山
工
業
団
地
線
の
市
道
で
は
、
水
害
に
よ
り
車
に
取
り
残
さ
れ
た
人

命
救
助
に
向
か
っ
た
警
察
官
二
名
が
殉
職
さ
れ
ま
し
た
。
警
察
官
の
御
冥
福
を
お
祈
り
い

た
す
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
内
で
も
地
形
が
急
峻
な
所
が
多
く
、
大
雨
の
影
響
で
地
す
べ
り
等
の
自
然
災
害
の
発

生
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
異
常
気
象
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん

に
は
災
害
に
備
え
、
日
頃
よ
り
避
難
場
所
の
確
認
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
、
村
の
基
盤
産

業
で
あ
る
農
業
・
観
光
産
業
が
直
面
す
る
課
題
に
議
会
と
し
て
対
処
し
、
住
み
続
け
た
い

大
蔵
村
を
造
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
建
設
も
地
盤
の
改
良
、
埋
め
立
て
も
順
調
に
進
み
、
二
年
後
の
完
成
に
向
け
、

使
い
勝
手
の
良
い
庁
舎
に
な
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
村
民
の
皆
様
が
災
害
の
無
い
明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長　

海

藤

邦

夫

年頭のごあいさつ 年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ



12
月
定
例
会
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質
疑
応
答

問　

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

答　

肘
折
の
橋
か
ら
防
災
セ
ン

タ
ー
ま
で
4
基
設
置
。

問　

清
水
地
区
・
内
水
対
策
に

つ
い
て

答　

清
水
地
区
代
表
と
現
地
視

察
、
相
談
の
上
、
大
蔵
自
動

車
の
と
こ
ろ
に
閉
鎖
で
き
る

ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
。

問　

産
地
生
産
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
に
つ
い
て

答　

合
海
地
区
の
農
家
の
乾
燥

調
製
施
設
に
対
す
る
補
助
金

問　

老
朽
危
険
空
き
家
等
除
去

支
援
事
業
費
補
助
金
予
算
を

減
額
し
て
い
る
が
、
制
度
を

住
民
に
知
ら
れ
て
い
る
の

か
？

答　

全
戸
配
布
で
知
ら
せ
て
い

る
が
、
本
年
度
は
住
民
か
ら

要
望
が
な
い
。

問　

庄
内
最
上
宿
泊
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
肘
折
お
得
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

答　

こ
の
度
、
県
が
行
う
庄
内

最
上
の
被
災
し
た
地
域
の
宿

泊
施
設
に
対
す
る
１
泊
３
０

０
０
円
の
割
引
支
援
に
お
い

て
、
他
の
地
域
と
の
差
別
化

を
図
り
肘
折
温
泉
に
誘
客
を

促
す
た
め
一
人
１
０
０
０
円

分
の
独
自
商
品
券
を
発
行
す

る
も
の
。
県
の
事
業
は
楽
天

ト
ラ
ベ
ル
で
の
予
約
の
み
適

用
と
な
る
が
、
そ
れ
以
外
に

も
適
用
で
き
る
。
肘
折
温
泉

街
の
商
店
等
で
利
用
で
き
る
。

問　

農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
、
作
の
巻
地
区
揚
水
機
、

今
回
の
災
害
に
よ
る
復
旧
で

圃
場
整
備
終
了
後
の
賦
課
金

等
に
影
響
が
あ
る
の
か
？

答　

今
回
の
災
害
復
旧
費
は

賦
課
金
等
に
は
影
響
は
な
い
、

圃
場
整
備
の
関
係
で
大
蔵
土

地
改
良
区
の
判
断
に
よ
り
該

当
す
る
事
も
あ
り
う
る
。

問　

さ
ら
に
災
害
復
旧
費
の
金

額
が
上
が
る
見
込
み
が
あ
る

の
か
？

答　

大
が
か
り
な
事
業
は
来
年

の
当
初
予
算
に
計
上
す
る
予

定
。
現
状
復
旧
だ
け
で
な
く

再
度
被
災
を
防
ぐ
工
事
も
で

き
る
。

問　

国
保
税
の
減
額
の
要
因

は
？

答　

国
保
加
入
者
の
所
得
が
前

年
度
よ
り
大
き
く
下
が
っ
た

こ
と
。

問　

子
供
の
数
の
確
保
は
？

答　

特
効
薬
は
な
い
。
子
育
て

支
援
住
宅
や
交
通
の
便
の
改

良
な
ど
手
は
打
っ
て
い
る
。

問　

へ
き
地
診
療
会
計
の
歳
入

の
大
幅
な
増
額
見
込
み
は
？

答　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
見
越
し

て
の
増
額
。

問　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増

額
に
つ
い
て

答　

介
護
認
定
者
が
増
え
た
た

め
。
今
後
さ
ら
に
増
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
現
状
で
は
基

金
を
取
り
崩
し
て
い
る
。
体

を
動
か
す
取
り
組
み
に
参
加

す
る
人
を
増
や
し
、
認
定
者

を
増
や
さ
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。

問　

職
員
の
給
料
増
額
に
つ
い

て
答　

財
源
で
あ
る
国
か
ら
の
交

付
税
交
付
金
が
増
額
す
る
見

通
し
。

12
月
定
例
会 	

　

12
月
定
例
会
が
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
13
議
案
を
含
め
、

17
議
案
を
審
議
・
可
決
。
審
議
に
先
立
ち
６
名
が

一
般
質
問
で
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

12月補正予算の詳細
補正額 総額 主な補正内容

一般会計 3億1100万円 52億428,1万円 災害復旧、選挙費

国民健康保険 △93,8万円 4億1459,3万円 国保税の減

診療所 1471,7万円 2億3966,1万円 ワクチン材料費

介護保険 2602,8万円 4億589,4万円 居宅介護サービス給付金

専
決
処
分

・
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
衆
議
院
選
挙
費
等
）

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
災
害
に
よ
る
復
旧
修
繕
）

条
例
の
改
正

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
）

・
大
蔵
村
一
般
職
・
特
別
職
の
給
与
一
部
改
正

（
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
給
与
、
期
末
手
当
の
改
正
を
行

う
も
の
）

令
和
６
年
度
補
正
予
算

・
令
和
６
年
度
補
正
予
算
11
議
案
を
審
議
・
可
決

（
災
害
復
旧
・
農
業
振
興
事
業
補
助
金
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
・
内
水
対
策
等
）

請
負
契
約

・
新
庁
舎
造
成
工
事
の
一
部
変
更
、
水
路
擁
壁
の
延
長
に
よ
る

増
工

（
第
１
工
区
）

12月
定例会

12
月
定
例
会

でで にに激甚災害激甚災害 復 旧事業復 旧事業 補助金！補助金！



え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
１　

７
年
度
以
降
も
事
業
は

維
持
す
る
見
通
し
で
あ
る
が
、

参
加
す
る
農
家
の
減
少
や
高
齢

化
に
よ
る
労
働
力
不
足
等
で
、

こ
れ
ま
で
の
様
な
方
法
で
は
、

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
る
。

　

解
決
策
で
考
え
ら
れ
る
事
と

し
て
、
各
集
落
協
定
や
多
様
な

組
織
が
参
画
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
や
、
既
存
の
組
織
と

連
携
さ
せ
る
事
で
地
域
づ
く
り

の
発
展
に
期
待
す
る
。
ま
た
、

今
後
継
続
し
て
営
農
可
能
な
農

地
を
選
択
し
、
そ
れ
を
管
理
出

来
る
人
数
で
取
り
組
み
、
管
理

面
積
減
少
や
交
付
金
の
減
額
に

な
っ
て
も
管
理
す
る
労
力
負
担

を
考
慮
し
た
場
合
、
や
む
を
得

な
い
選
択
で
あ
る
。

問
２　

説
明
会
で
は
、
現
状
の

ま
ま
で
は
交
付
金
が
今
の
8
割

に
な
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ

う
な
っ
た
場
合
、
今
ま
で
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
水
路
や

農
業
施
設
の
管
理
、
農
地
の
集

約
や
、
平
場
へ
の
農
地
の
賃
借

等
、
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
に

な
る
が
、
村
で
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
？

答
２　

集
落
に
お
い
て
こ
の
事

業
へ
取
り
組
む
体
制
作
り
が
大

切
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

村
が
提
案
し
た
課
題
へ
の
取
り

組
み
方
を
農
家
が
ど
う
判
断
す

る
の
か
が
大
事
な
事
で
あ
る
。

一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第142号 おおくら  議会だより　第142号7 6

6議員が一般質問

早坂　民奈 議員

〇水道管の交換予定の計画は

須藤　敏彦 議員

〇７月豪雨災害の復旧、復興について

佐藤　　勝 議員

〇中山間等直接支払いの対応は

佐藤　雅之 議員

〇帯状疱疹ワクチン、立替払いのいらない助成制度に
〇升玉小水力発電再稼働の見通しと備えは

伊藤　貴之 議員

〇部活動の地域移行について

斉藤　光雄 議員

〇一般行政職員の行政処分について
〇小さな村だからできる企画

9P

8P

7P

11P

10P

12P

12月
定例議会

一般質問村政村政をを問う問う
ここが知りたい

一般質問とは？
村政全般に対し議員が質問し、意見を述べ村政
をただしていくもので、大蔵村では１議員の持
ち時間が45分です。

7月の豪雨災害で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。今回の定例会では災
害関連の復旧復興の補正予算について話し合われました。ここ10年で格段に豪雨災害
が増えてる大蔵村。住民の皆さんの安心安全を守るため、議会も行政もみんなで手を
携えて乗り越えていかなければならないと感じています。 

 　（おおくらくんより）

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

中
山
間
地
域
の
集
落
や

農
地
の
管
理
に
対
し
、
平
坦
部

と
厳
し
い
環
境
に
あ
る
山
間
地

域
と
の
格
差
是
生
の
為
、
協
定

集
落
に
対
し
補
助
金
の
交
付
や

事
業
へ
の
補
助
を
目
的
と
す
る

の
が
こ
の
制
度
で
あ
る
。

　

今
年
で
5
期
目
が
終
了
す
る

が
、
過
去
25
年
間
、
山
間
地
域

に
於
け
る
恩
恵
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
6
期
目
に
入

る
に
あ
た
り
、
各
集
落
で
は
今

後
の
取
り
組
み
へ
の
是
非
に
対

し
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

協
定
に
参
加
す
る
農
家
の
減

少
や
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不

足
等
で
現
状
を
維
持
す
る
に
は

各
自
の
労
働
負
担
が
増
大
す
る
。

加
え
て
慣
れ
な
い
事
務
処
理
も

大
き
な
負
担
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
を
理
由
に
制
度
へ
の

取
り
組
み
を
放
棄
す
れ
ば
、
将

来
、
集
落
や
農
地
は
消
滅
す
る

事
が
考
え
ら
れ
る
。
現
状
の
ま

ま
事
業
を
維
持
し
た
い
が
、
問

題
解
決
や
有
効
策
は
見
出
せ
な

い
。
こ
の
現
状
を
ど
の
様
に
捉

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」

へ
の
対
応
は

村
長　

既
存
の
組
織
と
連
携
し
た
地

域
づ
く
り
に
期
待
す
る

一
般
質
問林道松橋・滝ノ沢線道路調査

一
般
質
問
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し
、
年
度
内
発
注
に
よ
り
、
早

期
の
完
成
に
努
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
農
地
農
業
用
施
設
で

2
1
8
件
、
林
道
施
設
で
29
件
、

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
林
道

施
設
1
件
、
農
地
農
業
用
施
設

5
件
、
国
の
補
助
を
受
け
な
が

ら
復
旧
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

他
の
被
災
箇
所
は
1
件
当
た
り

の
事
業
費
の
上
限
を
1
0
0
万

円
と
し
た
補
助
率
90
％
の
補
助

事
業
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

県
の
単
独
補
助
事
業
を
充
当
し

な
が
ら
対
応
し
、
11
月
20
日
現

在
で
99
件
申
請
が
あ
り
、
約
70

％
ほ
ど
終
了
し
て
い
る
状
況
。

問
２　

村
道
蕨
野
柳
渕
線
、
発

電
所
付
近
の
仮
の
復
旧
工
事
が

終
わ
っ
た
よ
う
だ
が
、
川
の
法

面
が
4
～
5
ｍ
下
が
り
、
急
斜

面
な
た
め
、
危
険
な
状
態
で
あ

る
。
国
道
4
5
8
号
の
迂
回
路

と
し
て
も
重
要
路
線
。
安
全
・

安
心
な
通
行
が
で
き
る
の
か
今

後
の
計
画
を
伺
い
た
い
。

答
２　

当
該
箇
所
は
令
和
2
年

も
被
災
し
、
県
で
地
す
べ
り
関

連
工
事
と
し
て
い
た
。
こ
の
度

を
同
一
箇
所
が
被
災
し
た
の
で
、

県
が
被
害
復
旧
事
業
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

村
と
し
て
早
期
に
完
成
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問
３　

村
道
、
農
道
、
各
水
路

等
の
決
壊
に
よ
り
春
の
農
作
業

に
支
障
は
な
い
の
か
。

答
３　

全
力
で
復
旧
工
事
に
努

め
て
い
く
。

問
１　

最
上
・
庄
内
地
域
を
中

心
に
、
7
月
25
日
か
ら
降
り
続

い
た
雨
は
記
録
的
な
大
雨
に
な

り
、
本
村
に
も
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
被
害
の
爪
痕
は
、

今
な
お
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
大
雨
に
よ
る
被
害
総
額

は
、
災
害
で
は
過
去
最
悪
な
状

況
に
あ
る
。

　

銅
山
川
・
赤
松
川
流
域
の
河

川
の
氾
濫
、
村
道
、
農
道
、
田

園
を
潤
す
各
用
水
路
な
ど
の
決

壊
や
崩
落
。
村
の
主
要
産
業
は
、

農
業
、
観
光
で
あ
り
、
国
も
激

甚
災
害
に
指
定
し
た
が
、
現
在

の
復
旧
、
復
興
の
状
況
に
つ
い

て
、
明
確
な
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
１　
稲
沢
地
区
に
１
戸
、
中

ノ
目
地
区
に
1
戸
の
被
災
さ
れ

た
住
居
が
あ
る
。

　

稲
沢
地
区
は
９
月
５
日
に
床

張
り
替
え
工
事
な
ど
が
終
了
し
、

復
旧
が
完
了
し
、
中
ノ
目
地
区

も
12
月
24
日
の
完
成
に
向
け
、

現
在
も
復
旧
中
で
あ
る
。

　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

の
工
事
請
負
費
に
15
箇
所
分
2

億
2
千
6
5
0
万
円
を
計
上

須
藤
　
敏
彦 

議
員

7
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
、復
興
の

状
況
に
つ
い
て

村
長　

災
害
復
旧
の
対
応・早
期
の

復
旧
を
め
ざ
す

早
坂
　
民
奈 

議
員

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
、

機
械
・
電
気
な
ど
に
つ
い
て
は

維
持
点
検
業
者
に
よ
り
不
具
合

の
報
告
が
あ
っ
た
も
の
、
管
路

は
漏
水
が
発
生
し
た
都
度
、
随

時
修
繕
し
て
い
る
。
広
域
化
は

地
形
的
な
観
点
か
ら
施
設
の
共

同
化
は
困
難
な
状
況
で
、
量
水

器
や
薬
品
の
共
同
購
入
な
ど
維

持
管
理
費
用
の
縮
減
に
努
め
て

い
る
。
老
朽
化
は
人
口
減
少
や

地
震
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
将
来

的
な
需
要
・
供
給
予
測
、
更
新

時
期
や
方
法
、
資
金
計
画
を
含

む
長
期
計
画
を
策
定
し
な
が
ら

早
急
に
進
め
て
い
く
。
水
道
事

業
会
計
は
給
水
人
口
の
減
少
に

よ
る
水
道
使
用
料
の
減
収
や
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理

費
や
修
繕
費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
工
事
に
対
し
て
は
企
業

債
を
活
用
し
、
元
利
償
還
金
の

１
０
０
分
の
55
は
一
般
会
計
か

ら
の
基
準
内
繰
出
金
、
残
り
は

水
道
料
金
を
充
当
す
る
。
老
朽

管
更
新
に
伴
う
料
金
改
定
は
慎

重
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

問
２　

策
定
計
画
は
い
つ
作
り
、

老
朽
化
の
地
区
は
ど
こ
か
。

答
２　

来
年
度
に
策
定
し
、
早

め
の
実
現
に
向
け
て
い
く
。
ま

た
、
地
区
は
昭
和
59
年
の
白
須

賀
簡
易
水
道
と
肘
折
簡
易
水
道
。

問
３　

今
後
、
村
民
に
料
金
や

水
道
事
業
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
「
水
道
サ
ポ
ー

タ
ー
」
等
の
活
動
を
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

答
３　

「
村
長
と
語
る
会
」
を

毎
年
実
施
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
よ
う
な
機
会
を
促
え
村
民
の

意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

　

あ
る
専
門
家
が
「
命
の
水
を

守
り
、
悪
い
と
こ
ろ
も
含
め
、

水
道
の
現
状
に
つ
い
て
、
自
治

体
は
伝
え
る
努
力
を
重
ね
住
民

と
の
合
意
を
作
っ
て
い
く
」
是

非
、
当
村
も
考
え
て
頂
き
た
い
。

問
１　

全
国
的
に
道
路
の
陥
没

や
水
が
溢
れ
た
り
と
立
て
続
け

に
起
こ
っ
て
い
る
。
主
な
原
因

は
水
道
管
の
老
朽
化
と
言
わ
れ

て
い
る
。
お
い
し
い
水
が
全
国

ど
こ
で
も
供
給
を
受
け
て
い
る

の
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
生
活

し
て
い
る
が
、
水
道
管
の
法
定

耐
用
年
数
に
も
限
り
が
あ
る
。

当
村
は
大
丈
夫
か
。
水
道
事
業

も
広
域
化
が
話
題
と
な
っ
て
い

る
昨
今
、
村
の
水
道
管
を
交
換

す
る
に
は
莫
大
な
予
算
を
計
上

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

期
間
も
長
く
か
か
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
水
道
料
金
に
も
影
響

が
で
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
う
計
画

な
の
か
伺
い
た
い
。　
　

答
１　

水
道
管
の
多
く
は
高
度

経
済
成
長
期
に
敷
設
さ
れ
、
多

く
が
耐
用
年
数
を
越
え
た
使
用

を
続
け
て
い
る
。
村
内
の
水
道

管
の
延
長
は
全
体
で
86
km
、
耐

用
年
数
40
年
を
経
過
し
た
も
の

が
約
15
km
、
更
新
基
準
の
60
年

を
経
過
し
た
も
の
は
約
０
，
７

km
、
敷
設
年
度
が
不
明
な
も
の

が
約
４
km
で
全
体
の
４
分
の
１

が
老
朽
化
し
て
い
る
。
重
要
な

水
道
管
の
交
換
予
定
の
計
画
は

村
長　

早
急
に
老
朽
化
対
策
を
進
め

て
い
く

村道赤松滝ノ沢線（平林地区）

村道柳渕発電所付近

一
般
質
問

一
般
質
問
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伊
藤
　
貴
之 

議
員

な
活
動
と
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
の
地
域
ク
ラ
ブ
等
に
所

属
し
て
活
動
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。
村
の
芸
術
文
化
協
会

に
所
属
し
て
い
る
団
体
や
、
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
も
、
子
供
た
ち
の
受

け
皿
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
供
た
ち
の
活
動
の
意
欲
と
保

護
者
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く

姿
勢
や
思
い
が
無
け
れ
ば
、
地

域
の
方
々
を
ま
き
こ
ん
だ
持
続

可
能
な
活
動
に
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
２　

吹
奏
楽
な
ど
ス
ポ
少
登

録
の
な
い
団
体
に
関
し
て
は
ど

う
す
る
の
か
？
ま
た
、
楽
器
の

搬
入
搬
出
が
大
変
だ
と
思
わ
れ

る
。

答
２　

ス
ポ
少
の
よ
う
な
形
で

補
助
金
の
対
象
と
な
る
よ
う
な

活
動
団
体
を
つ
く
り
、
登
録
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。
練
習
場
所
は
学
校
の
校

内
以
外
に
な
る
の
で
、
楽
器
は

無
償
で
貸
し
出
す
が
、
搬
入
搬

出
に
関
し
て
は
保
護
者
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
３　

子
ど
も
達
が
地
元
の
サ

ロ
ン
等
の
地
域
活
動
に
参
加
す

る
と
い
う
事
で
も
よ
い
の
か
？

答
３　

も
ち
ろ
ん
。
地
域
移
行

は
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
む
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
自
主

性
を
持
ち
地
域
の
中
に
入
り
一

緒
に
活
動
す
る
と
い
う
の
が
目

的
だ
と
い
う
事
を
保
護
者
の
皆

様
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
４　

周
辺
自
治
体
と
の
合
同

を
考
え
て
い
く
な
ら
ば
送
迎
が

大
変
。
保
護
者
の
仕
事
等
の
都

合
で
参
加
で
き
な
く
な
る
生
徒

へ
の
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

答
４　

土
日
休
日
の
自
主
的
な

ク
ラ
ブ
は
、
多
様
化
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

利
用
は
考
え
て
い
な
い
。
各
自

で
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
使
い

移
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
5　

各
指
導
者
に
対
し
、
何

ら
か
の
助
成
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
お
考
え
か
？

答
5　

現
在
、
基
準
を
満
た
し

て
い
る
ス
ポ
少
な
ど
の
団
体
に

は
村
か
ら
補
助
金
を
出
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て

謝
礼
等
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
指
導

者
個
々
へ
の
助
成
は
難
し
い
と

考
え
る
。

問
１　

令
和
8
年
度
以
降
、
土

日
は
部
活
動
を
行
わ
ず
、
生
徒

の
希
望
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
に

活
動
の
場
を
移
行
す
る
こ
と
と

い
う
方
向
性
が
、
国
や
県
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
。
背
景
に
は
少

子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
、

指
導
者
で
あ
る
先
生
方
の
働
き

方
改
革
な
ど
が
あ
る
。
保
護
者

か
ら
は
今
後
の
土
日
の
ク
ラ
ブ

活
動
の
指
導
者
の
確
保
、
生
徒

の
送
迎
、
吹
奏
楽
の
ク
ラ
ブ
活

動
も
含
め
て
の
希
望
す
る
団
体

の
有
無
等
に
対
す
る
心
配
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
の
村
の
描
い
て
い

る
今
後
の
土
日
の
部
活
動
に
対

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
伺
い
た
い
。

答
１　
部
活
動
は
教
育
意
義
の

あ
る
重
要
な
活
動
で
あ
る
が
、

学
校
の
義
務
で
は
な
い
。
村
と

し
て
は
令
和
6
年
4
月
に
「
大

蔵
村
の
「
休
日
の
部
活
動
」
地

域
移
行
に
係
る
基
本
方
針
」
を

策
定
し
た
。
土
日
等
の
休
日
の

部
活
動
は
原
則
と
し
て
行
わ
な

い
が
、
学
校
管
理
下
の
も
と
行

わ
れ
る
中
体
連
主
催
大
会
等
へ

の
学
校
単
位
で
の
参
加
は
現
在

と
同
様
の
対
応
と
考
え
て
い
る
。

基
本
的
に
は
、
生
徒
の
自
主
的

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

教
育
長　

地
域
と
共
に
活
動
し
て
ほ
し
い

す
る
任
意
接
種
は
助
成
を
し
て

い
る
自
治
体
が
少
な
く
、
医
療

機
関
の
事
務
負
担
が
増
え
る
こ

と
も
あ
り
、
接
種
費
用
を
い
っ

た
ん
全
額
立
替
え
、
後
か
ら
助

成
金
を
払
う
「
償
還
払
い
」
方

式
と
し
て
い
る
。「
全
額
負
担
」

は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
ど

の
医
療
機
関
で
も
接
種
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

た
だ
、
村
診
療
所
だ
け
で
も
立

替
え
払
い
を
せ
ず
に
済
む
よ
う

検
討
し
た
い
。

問
２　

検
討
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
場
で
明
言
で
き
な
い
か
。

答
２　

遅
く
て
も
村
診
療
所
で

は
、
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

問
１　

今
年
度
か
ら
50
歳
以
上

の
住
民
を
対
象
に
「
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
」
接
種
に
村
が
助
成

す
る
事
業
が
始
ま
っ
た
。
帯
状

疱
疹
は
、
50
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
で
発
症

す
る
。
80
歳
ま
で
に
3
人
に
2

人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
、
皮

膚
の
発
疹
や
炎
症
が
治
癒
し
た

後
も
重
い
神
経
痛
な
ど
の
後
遺

症
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い

る
。
よ
り
効
果
が
持
続
す
る
と

さ
れ
る
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
、

2
回
接
種
が
必
要
で
、
村
診
療

所
で
は
2
回
で
4
2
,
6
0
0

円
と
高
額
に
な
る
。
2
回
で
合

計
2
万
円
の
助
成
と
な
る
が
、

本
人
が
い
っ
た
ん
立
替
え
た
の

ち
に
申
請
し
て
「
償
還
」
と
い

う
流
れ
に
な
る
。
立
て
替
で
は

な
く
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
い
時
に
助
成
分
を
差
し
引
い

て
本
人
負
担
を
減
ら
す
よ
う
に

で
き
な
い
か
。　

答
１　
予
防
接
種
の
助
成
方
法

に
つ
い
て
は
、「
定
期
接
種
」

と
「
任
意
接
種
」
で
異
な
っ
て

い
る
。
希
望
者
が
各
自
で
判
断

問　

事
業
年
度
8
期
目
に
入
っ

た
升
玉
小
水
力
発
電
事
業
が
、

水
車
の
軸
受
け
部
分
の
摩
耗
等

の
不
具
合
か
ら
令
和
6
年
8
月

13
日
以
来
運
転
が
停
止
し
て
い

る
。
故
障
の
原
因
が
不
純
物
の

混
じ
っ
た
自
然
流
水
に
よ
る
当

該
部
分
の
洗
浄
に
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
、「
経
年
劣
化
」
と
の

説
明
も
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、

稼
働
開
始
時
期
が
令
和
3
年
度

に
ず
れ
こ
ん
だ
経
緯
も
あ
り
実

際
の
稼
働
実
績
は
3
年
強
。
運

用
期
間
を
20
年
と
見
立
て
て
い

る
発
電
装
置
と
し
て
は
当
初
の

想
定
よ
り
「
損
耗
」
が
相
当
激

し
い
も
の
と
危
惧
す
る
。
事
業

の
不
確
実
性
に
ど
の
よ
う
に
備

え
る
の
か
。

答　

発
電
機
軸
受
け
の
温
度

が
上
昇
し
発
電
機
が
停
止
し

た
。
調
査
し
た
結
果
、
水
車
軸

受
け
部
分
の
損
傷
を
確
認
。
全

軸
受
け
の
取
替
等
、
復
旧
工
事

を
発
注
し
て
い
る
。
交
換
部
品

に
つ
い
て
は
一
部
部
品
が
「
海

外
調
達
」
と
な
っ
て
お
り
、
3

カ
月
の
工
期
が
必
要
で
、
12
月

中
旬
に
は
運
転
再
開
の
見
込
み
。

当
初
「
経
年
劣
化
」
の
可
能
性

も
指
摘
し
た
が
、
原
因
は
、
7

月
25
日
の
豪
雨
に
よ
る
銅
山
川

の
濁
水
で
、
砂
礫
を
含
む
濁
水

が
大
量
流
入
し
た
た
め
と
推
測
。

事
業
の
不
確
実
性
に
は
、
特
別

目
的
会
社
に
よ
る
運
営
、
日
本

工
営
と
の
信
頼
関
係
に
よ
る
最

善
の
対
処
、
損
害
保
険
契
約
の

締
結
等
に
よ
っ
て
備
え
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
、

立
替
払
い
の
い
ら
な
い
助
成
を

村
長　

診
療
所
で
は
、遅
く
て
も

来
年
度
か
ら
実
施
へ

升
玉
小
水
力
発
電
再
稼
働
の
見
通

し
と
備
え
は

村
長　

12
月
中
旬
に
は
、運
転
再
開

の
見
込
み

大蔵中吹奏楽部の皆さん

一
般
質
問

一
般
質
問
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問　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
の

4
名
で
栃
木
県
日
光
市
、
大
蔵

村
第
１
号
村
民
栄
誉
賞
受
賞
佐

藤
則
武
氏
を
訪
問
し
文
化
財
の

日
光
東
照
宮
の
漆
塗
技
術
に
つ

い
て
見
学
、
説
明
い
た
だ
き
学

ん
で
来
ま
し
た
。
仕
事
の
き
っ

か
け
は
１
0
0
年
後
の
世
界
に

残
る
仕
事
を
し
た
い
。

　

確
り
と
し
た
文
化
財
各
所
の

漆
塗
技
術
の
説
明
を
受
け
、
将

来
あ
る
村
の
子
供
た
ち
に
江
戸

幕
府
が
繋
い
だ
漆
塗
技
術
を
佐

藤
さ
ん
が
ご
健
在
の
内
に
是
非

機
会
を
設
け
、
小
さ
な
村
だ
か

ら
出
来
る
学
び
の
環
境
を
生
か

し
、
将
来
大
蔵
村
を
背
負
う
子

度
達
に
佐
藤
さ
ん
が
歩
ん
で
来

た
功
績
の
説
明
を
受
け
さ
せ
、

学
習
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
で

は
。

答　

今
後
、
学
校
と
十
分
に
協

議
し
な
が
ら
、
中
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
検
討

し
、
こ
の
事
は
子
ど
も
た
ち
に

夢
や
希
望
を
与
え
、
将
来
の
職

業
選
択
な
ど
を
考
え
る
と
き
の

一
助
に
な
る
と
と
も
に
、
子
供

も
た
ち
に
と
っ
て
大
変
な
励
み

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

斉
藤
　
光
雄 

議
員

一
般
行
政
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て

村
長　

社
会
的
状
況
や
法
改
正
を

注
視
し
、検
討

小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
る
企
画

教
育
長　

学
校
と
十
分
に
協
議
し
な
が

ら
検
討

問　

昨
今
、
一
般
行
政
職
員
の

危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
厳
罰
化

議
論
が
成
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

村
と
し
て
、
度
重
な
る
事
案
の

厳
罰
化
に
向
け
て
、
懲
戒
処
分

基
準
等
の
規
程
を
早
急
に
検
討

し
、
根
絶
に
向
け
て
新
た
な
規

程
を
示
す
べ
き
で
は
。

答　

国
で
は
「
自
動
車
運
転
に

よ
る
死
傷
事
件
に
係
る
罰
則
に

関
す
る
検
討
会
」
を
専
門
家
か

ら
意
見
を
頂
き
開
催
し
、
議
論

の
段
階
で
あ
る
。
法
律
が
改
正

さ
れ
、
対
応
す
べ
き
内
容
で
あ

れ
ば
条
例
や
規
程
の
改
正
に
つ

い
て
、
社
会
的
状
況
や
法
改
正

を
注
視
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り

対
応
す
る
。

総務文教委員会委員長 佐藤 雅之
　9月19日、村内介護事業の実情を調査する目的で、社会福祉法人大蔵福祉会を訪問した。同法人から
は課題として、①人材の確保と育成について②施設の老朽化とその対応について③物価高騰対策について
の大きく3点があげられた。人材の確保や定着、物価高騰はあらゆる産業で共通の課題となっているが、「公
的保険制度の枠組み」の中での対応は他業種に比べてもいっそう困難な課題である。コロナウイルス感染
症を契機に危機管理体制の強化や、頻繁な制度改正、それに伴う業務の複雑化が進んでいる反面、人材不
足が顕著となっている。「働き方改革」が職場環境の改善につながるか注視する必要がある。「地域の安心
の砦」を維持するためには、介護関係者とのより活発な意見交換と緊密な連携が必要だと感じた。同日続
けて村地域包括支援センターを視察。高齢者の介護予防の取り組
みを中心に聴取した。「ふれあいサロン」への支援や「冬季ピンピ
ンピック」開催など、健康寿命を延ばす観点からの取り組みを聞
いた。理学療法士、言語聴覚士、作業療法士など専門職が相互に
連携し重層的な支援を行っていることが、より効果を上げる要素
となっている。議会も各種企画に積極的に参加し健康寿命を延ば
す機運の醸成に力を注ぐべきとの思いを強くした。

広報委員 伊藤 貴之
　10月25日に山形国際交流プラザで開催された令和6年度山形県町村議会議員研修会に、議員10名が
参加しました。
　今回の講師の方々は、太田雅幸先生、長内紳悟先生のお二方です。
　太田先生は、議会のあるべき姿について講演してくださいました。そのお話の中に、「議員が議会の品
位と名誉を損なう恐れのある行為を慎む」という内容がありました。地方議員の主な仕事は、予算の審議、
首長や執行部の監視、議会で意見を述べたりすることなどが挙げられます。二元代表制のもと、直接住民
に選ばれ、大切な仕事をこなすからには、住民の代表としての責任をしっかりと果たさなくてはいけない
と改めて実感いたしました。一方で、議員の賄賂、秘密の暴露、ハラスメントなども話題に挙げられまし
た。私たち大蔵村村議会議員も、住民の代表としての自覚を持ちながらも、驕らず、大蔵村の更なる発展
のために謙虚な姿勢を持ち続けていきたいです。
　また、長内先生は、様々な経験を経て現在は政策アドバイザーとして活躍されている方で、様々な視点
から見る政治の仕方についての考えを、ユーモアも入れつつお話ししてくれました。例えば、議会の意見
を活発にするために、服装を自由にしてみる、困り事を正すだけでなく、人々の幸福をつくる、目的やゴ
ールをはっきりと決め、データや事実を踏まえて達成のための手段を考えるなど、町村をより活性化させ
るための方法はたくさんあるのだと強く感じる講演でした。政策は目的の設定が必須であり、そこに意味
を込め、データに基づいて丁寧に計画を立て、意見に説得力を持たせることが議
会や執行部をより充実した組織にするための課題なのだと感じました。
　今回の研修会で学んだことを参考に、これから議員として大蔵村のために更に
努めて参ります。

議　員　研　修

総務文教常任委員会所管事務調査報告

委員会報告書

一
般
質
問

委
員
会
報
告
書



　広報常任委員の４名で栃木県日光市、大蔵村村民栄誉賞受賞佐藤則武氏を訪問し文化財の日光東照宮の漆塗
技術について見学、説明いただき学んで来ました。

佐藤則武さんがこの道に進むきっかけ
　佐藤さんの実家は以前に酪農、炭焼きを営んでおりました。当時は家計も苦しそうなので、高等学校への進
学を諦め絵が得意であり職業訓練校への道を選択致しました。職業訓練校修了後就職ため日光市を訪れ目的の
会社に向かう途中、東照宮の守衛の方との出会いからこの道に進むきっかけとなりました。

国宝東照宮の漆塗り技術の説明
＊佐藤さんに一番見せたい漆塗りと聞くと陽明門は必ず見るべき
＊昭和25年の文化財保護法制定後に、漆塗りの修復が始まる
＊原材料の漆、以前は山形産が多く使用されていた
＊海外産の漆を以前使用していましたが、質の問題により国内産を使用
＊国内産の漆は塗りにくいが、劣化速度が遅く長持ちする
＊2007年から東照宮で使用する原材料の漆を国内での植栽を依頼
＊国内産は塗りが難しく、佐藤さんが指導を行う
＊日光の文化財保護は50％が補助、残りは参拝料で維持している
＊国宝の陽明門修復作業は国内産にこだわり、岩手県二戸産600㎏を使用
＊漆の色は顔料を溶かし、漆を化学反応させて色を出す
＊金色は漆を塗り乾かぬうちに金箔を貼る。黒漆には金が映える
＊様々な高度な技術が施された文化財も専門の塗師後継者不足が問題と
　なっている

定年後の佐藤則武さん現在
＊生まれ故郷の四ヶ村に毎年帰省し、帰る場所があり、故郷を守っていだいている方々に感謝している
＊現場に赴くのは週1回で、東照宮のみならず、全国の国宝（首里城）等にも携わっている
＊毎日のランニングで健康に留意しており、とても若々しく見えました
＊ご子息が文化財の塗師を継承し職業としている
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委
員
長
　
早
　
坂
　
民
　
奈

副
委
員
長
　
斉
　
藤
　
光
　
雄

委
　
　
員
　
須
　
藤
　
敏
　
彦

委
　
　
員
　
伊
　
藤
　
貴
　
之

議
会
広
報
常
任
委
員
会

編
集
後
記

江戸幕府が繋いだ漆塗技術
100年後の世界に残る仕事をしたい

村民インタビュー!!村民インタビュー!!

広報委員の感想
　家庭環境や地域特性の中、幼き頃から絵が上手で、本来勤務する会社に趣く途中で東照宮の守衛さんとの
出会いから始まり、導かれるまま文化財塗師の道に進み、最高峰の選定保存技術保持者の栄誉を習得されま
した。
　私達も何度かこの地を訪れ、物見遊山であった事に気づかされました。
　東照宮での説明は直接携わる塗師で無ければ分からず細部にまで説明を受け、是非、村民の方々並びに将
来大蔵村を背負う子度達に佐藤さんが歩んで来た功績を見学及び説明の機会を設ける事が、私達の責務と感
じる機会でありました。	 編集　広報常任委員会副委員長　斉藤光雄

　
今
回
の
広
報
に
、
佐
藤
則

武
さ
ん
の
功
績
を
紹
介
す
る

機
会
が
あ
り
、
気
づ
か
さ
れ

た
事
が
あ
り
ま
す
。

　
大
蔵
村
、
四
ヶ
村
出
身
の

方
で
偉
業
・
起
業
し
て
い
る

方
々
が
お
り
ま
す
。

　
滝
ノ
沢
出
身
で
村
の
財
政

に
も
寄
与
さ
れ
、
門
脇
基
金

を
創
設
さ
れ
た
創
業
者
の
門

脇
さ
ん
、
海
外
・
ブ
ラ
ジ
ル

に
移
住
さ
れ
た
長
南
ソ
ー
ス

を
開
発
し
た
豊
牧
出
身
の
長

南
さ
ん
な
ど
が
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
東
京
で
開
催
さ
れ

る
広
報
研
修
の
際
は
、
村
出

身
の
関
東
で
暮
ら
す
方
々
の

企
業
や
東
京
大
蔵
会
の
関
係

者
等
の
訪
問
な
ど
考
え
て
お

り
ま
す
。
　（
斉
藤
　
光
雄
）

村外編村外編

前列まん中が佐藤さん




